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This research studied the regional characteristics of Chinatown in Yokohama area by focusing on the 
Yokohama Chinatown since the Edo period as a symbolic representative of oversea Chinese community in 
Japan. We analyzed the change of land use, specific store distribution and store configuration in Yokohama 
Chinatown along side with the establishment of Chinese diaspora community and the changes of the sense of 
belonging over generations. By using the existing records, we researched, organized, and compared the 
evolution of land ownership and space forming over time of target area. In addition, we conducted interviews 
and field researches to investigate lifestyles of the residents and business activities of the target area. 
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１． はじめに 
横浜居留地は 1859 年に始まり、外国人居留地の建設に
伴い拡大される。開港 20 年後には、中華街とほぼ同位置
に中国人を中心とした住商混在地区が見られた。現在の
中華街に至るまでに、関東大震災と震災復興事業、戦災
と戦後の復興期に横浜港は賑わい、港湾機能として香港
との往来も復活した。 
現代では街づくりへの志を同じくする者が集う横浜中
華街発展会協同組合が発足している。開港から 150 年間
が経過し、日本人および欧米人と居住地区のすみわけが
行われ、横浜華僑は一定の地域に中国人居住区を形成し
ていることに特徴がある。中華街の形成とその周辺空間
の差異が中華街の地域特性を強めていると考えられる。 
 
２． 対象範囲と年代 
タイトル部神奈川県横浜市中区山下町一帯に所在する
中華街である。1955 年以前は唐人町や南京町と呼ばれて
いた。上海路、中山路、福建路など、地名を冠した路地
が交差しており、中国人人口は 6000 人を超え、約 0.2
平方キロのエリア内に 500 店以上の店舗があり、日本最
大の中華街となっている。本研究の対象とする年代は、
1859 年横浜が開港すると外国人居留地が造成されるか
ら、観光発展期であり現在まで。 
 
 
図１ 明治初期の山下（関内）居留地地図 
 
３． 研究目的と研究方法 
（１）研究目的 
本研究では、幕末以降から現在まで、在日華僑の異文
化性のある街として栄え、横浜中華街はその象徴的存在
であり、横浜という空間に包摂され、中華街の地域特性
に着目する。 
華僑社会の成立過程や世代交代による帰属意識の変化
とその継承などを示すとともに、横浜中華街の土地利用
と中華街内部の店舗分布状況や構成の変化を明らかにす
る。 
（２）研究方法 
研究方法では、文献資料を利用して対象地を時代によ
り、当時の歴史、文化、政治など背景を調べ、横浜中華
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街およびその周辺の敷地の分割・統合の変遷を辿り、敷
地動向と土地利用について整理・比較し、対象地の空間
形成と土地所有形態の特徴を確認する。 
さらに、実測およびヒアリング調査をもとに、住民の
生活、商業活動の様子を考察する。 
 
４． 横浜中華街の店舗構成と地番の変化 
横浜中華街の店舗およびその構成変化は４つの段階に
区分できる。第一段階は、1859 年の横浜開港以降，中国
人居住区に中華料理店が出現したのは 1873 年のことで
ある．この時点では中国人による店舗数が多いだけど、
中華料理店はまだ少ない状況である。第二段階は，戦後
の物資交換の市街として中華街に貿易や卸売業務の会社
が多く集積して、現在の中華街周辺に集中して敷地分割
が見られる。第三段階は， 70 年代の大阪万博が契機と
なり中華街のまちづくりが進展して，中華料理店が約百
軒まで増え、中華街発展会協同組合による牌楼建設や道
路整備が行われ、観光地化の初期段階を迎えた。第四段
階は、80 年代に中国人人口増加にともに、地下鉄開通に
よる来街者が増加した。中華街店舗が中華料理店および
中国食品、雑貨、衣料店など構成多様化になっている。 
1859 年横浜は通商条約に基づく開港場として開港さ
れ、外国人の住む地や商売場所として居留地を設けた。
1899 年、新しい条約が実施された際に、居留地の制度が
廃止され、旧居留地は山下町と山手町になったが、地番
はそのまま引き継がれることになった。 
 
５． 街区内「住、商、文化」空間整備． 
（１）土地所有 
関東大震災後直後で、震災復興事業に伴う区画整理事
業が行われていた時期である。1926～1930 年に敷地分割
が多く見られた山下町北部でも区画整理事業は行われて
おり、官有地の増加や接収の影響で敷地の分割が進んだ
と考えられる。土地所有からみると、官有地や法人所有
地は約 9 割弱であり、しかしこれ以降では法人の割合が
減りつつ、分官有地が 1 割ほど増加していた。さらに、
横浜中華街の発展と店舗間競争は、中華街の外延化をも
たらしている。 
（２）和洋繋ぐ 
横浜が開港され、上海や香港などを根拠地として中国
貿易に従事していた欧米商社は、直ちに居留地に商館を
設置した。開港当時、日本人と西洋人は互いの言葉や商
習慣がわからず、またドルと両など通貨や重さの単位に
も不慣れだった。そのため中国人が西洋人と日本人 のあ
いだに立ち、生糸や茶の貿易で仲介者の役割を果たした。
買弁はもともと広州の外国人商館で働き、西洋人と中国
人の仲立ちをした者をさすが、横浜では日本人と西洋人
の間に立ち、「和洋をつなぐ」な存在となった。 
（３）職業構成 
1873 年の日清修好条規の締結以後、居留地に居住する
中国人の中に、多種多様 な小規模な自営業を始める者が
増えた。居留地撤廃した 1899 年までの 40 年間で、外国
人人口に占める中国人人口の割合は、最低で 1894 年の
41.8％、最高で 1883 年の 72.4％にのぼる。中国人は貿
易の仲立ちをするだけでなく、欧米人の生活を支えるさ
まざまなサービスを提供したり、当時の日本にはなかっ
た新しい仕事をしたりして、西洋の技術をもたらした。
当時華僑が営んだのは貿易や料理店だけではなく、洋館
の建築、ペンキ塗装、西洋家具やピアノの製造、欧文印
刷、洋裁など、当時の先端分野で華僑は活躍した。中華
街には早くから日本人も暮らしており、相互の行き来の
中で新しい技術が日本人に伝えられていった。 
（４）街づくり 
現代横浜中華街の街づくりでは横浜中華街発展会協同
組合というのがある。横浜には古くから媽祖を祀ってい
たものの、現在の横浜媽祖廟はその信仰の土台を取り除
く形で造られた。「海の安全を守る媽祖」を祀る文化施
設として、中国の伝統や文化継承を発展、来街者には中
国の祭りや行事、習慣を知り、文化を感じてもらうため
に、新たな横浜中華街の魅力づくりである。横浜中華街
は商売目的の単なる商店街ではなく、中国文化を背景に、
中国の文化がその町の特性を生かし、それを実行に移す
実働組織として町を盛り上げている。そして、清国領事
館と関帝廟内に祀られていた記録が残っており、2003 年
に㈱大京が南門シルクロード沿いの一角にマンション建
設の話しが持ち上がった際、街づくりの観点から反対せ
ざるを得ぬところ、解決策として土地を買収し、媽祖廟
を建立することになった。 
 
 
図２ 横浜中華街記憶地図 1940年頃の店舗分布 
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６． 中華街内の華僑社会の発展 
1889 年、横浜中華街の中国人人口は 3010 人となり、
中華街には貿易商、雑貨商，両替商が軒を連れ、大通り
には大きい料理店も開かれた。日本の海産物などを海外
に輸出し、中国や東南アジアの薬材や砂糖などを輸入し
た。中華会館や関帝廟を改築し、学校を創設し、中華街
の充実をはかっていた。しかし、1899 年、居留地が撤廃
されることとなり、中国人労働者の来日で日本人が失業
しないかという理由で中国人の内地雑居を危惧する様々
な声が上がった。そうした世論の下に、居留地外で仕事
をする外国人には理髪・洋裁・料理業など一定の職業制
限が設けられ、未熟練労働が規制された。 
1923 年、関東大震災が発生し、市の都心部にある中華
街は壊滅的な打撃をうけ、古いレンガ造りの家屋は倒
壊・焼失し、中華街は取り分け大きな被害を受けた。狭
い土地にいくつもの路地があり、料理店や洋服店などが
密集していた。つづいて起こった火災により、街の大半
が焼失した。地震前の人口は 5721 人であったが、その約
3 割にあたる 1700 前後が亡くなり、生き残った人々も神
戸・大阪、さらに広東や上海へ避難した。それで華僑社
会は悲劇もおこった。 
震災からの立ち直りは早く、街に活気を少し取り戻っ
たが、1931 年から満州事変、日中戦争が発生しつつ、帰
国する華僑も増え、また横浜に残った人々も戦時下の
日々を耐える。更に、1945 年横浜大空撃により中華街は
再びの災害を受けた。しかし、日中関係の日々緊張下に
も関らず、華僑たちが築きあげた街は、横浜名所と言わ
れる昭和モダンの中華街である。 
 
 
図３ 前橋町通り（現中華街大通り） 
横浜都市発展記念館蔵 
 
７． 結章 
幕末、1859 年横浜が開港し、中国の広東や上海など開
港市から大勢の中国人がやってきた。西洋の言葉が話せ、
また日本とは漢字で筆談ができる彼らは西洋人と日本人
の間に立ち、また華僑貿易、料理店、洋館の建築、ペン
キ塗装、西洋家具製造、欧文印刷、洋裁など、当時の先
端分野で活躍した。さらに、貿易商売だけではなく、媽
祖廟、関帝廟、中華会館などを築きあげ、横浜居留地で
中国地域特性な街を作り、発展した。150 年の歴史の中、
横浜中華街は震災、戦争の災害を受けつつ、一方、華僑
は日本中華総商会、留日華僑連合総会、同郷団体など団
体を設立し、華僑社会の内部の団結と外部との関係強化
をめざして、横浜中華街を日本最大の華僑の街として、
どちらの国の人にでも親しまれる魅力のある街に発展さ
せている。 
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